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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・六角堂祭の案内がWIZに掲示されている。4月20日　13：00～開催予定。詳細は各自確認すること。
・平成30年度事業計画ヒアリングと予算検討会の日程が掲示されているため、確認すること。
［研修］
・3/6第7回法人研修｢防犯について｣　ビデオ研修：3/8
・2/20・21　第9回院内研修「処遇制限」

[提出物]

・転倒・転落アセスメント⇒2/28（水）までに実施し、小嶋SGMに報告すること。
・LASMI⇒2/28（水）までに実施し、アップロードし、小嶋SGMに報告すること。

・3月プログラムテキスト⇒2/20（本日）まで。
・2月月報⇒3/2（金）

・2月経過録⇒3/8（木）までにアップロード。
＜連絡事項＞

自動ドアの修理は終了しているが、テンキーはまだ故障中。日にちは未定だが、近日修理予定となっている。
＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊様～本日、アパートの隣人が死去し、部屋の清掃を手伝いに行きたいとの事で欠席となっている。午前中に来所し、昨日夕食後、就寝前、朝食後の薬包の空と服薬チェックノートを持参しスタッフと確認、全て揃っている。不調はないと表情良く話しており、手伝いの際には怪我等に充分気を付けるよう伝えると、頷いている。
・櫻川　貞二様～デイケア利用日についての相談があり、金曜日のプログラムが合わないため、金曜日は利用しないようにしたいと主治医に相談したところ、＜利用日が減るのは良くないため、金曜日以外の日を利用日にしてみてはどうか＞との提案があったとのこと。主治医に言われて考えた結果、経済的な負担も生じることから「金曜日に来ます」と話している。金曜日のプログラムについて他のプログラムも参加できるのなら参加してみたいと希望しており、次回の主治医との面談後3/16（金）に来所することとしている。今まで参加していたプログラムや参加していなかったプログラムを見て、それでもやはり合わないと感じた場合には水曜日のプログラムに参加してみたいと希望している。体験的に参加し、話し合いを行い今後の利用日を決定していくこととする。
・掛端　洋之　様～本日12：00、母様と一緒にデイケアを見学している。本人はスタッフの説明を無表情で聞いており、質問や意見は母様から話している状態。利用目的は、母様が答えているが、5月を目途に考えている復職への支援を考えているとのことであり、デイケアで行っている就労支援プログラムの説明をしている。スタッフから体験利用を勧めると、本人頷き、母様も希望する為、日程を調整し2/28（水）1日を通して体験利用を行うこととしている。見学時、本人の意思表示が殆どなく、本人の考えや意向がわからない状態である為、体験利用時にはスタッフから声を掛けながら可能な範囲での意思表示を促し、今後の利用を検討していく。
デイナイトケア
・吉田　富秋　様～青風荘より情報提供があり、昨日うしお内科クリニックを受診している。夕食は、1/3量摂取し、排便は1日2回あったとの事。18：30体温36.1℃、今朝は、36℃台で経過しており、本日から来所している。
・鈴木　真知子　様～来所するとトイレに入っているため、理由を尋ねると下痢をしているとの事。常にコップを持ち歩き、水分摂取しており、喉が渇くと話している。
・板橋　利美　様～青風荘より情報提供があり、昨日から主食の残食が継続している。このまま2～3日間様子観察し、残食が続くようであれば、ご家族を入れて面談実施予定となっている。本日は、昼主食1/2、副食1/2、汁全量摂取。
・大下　良悦　様～青風荘より情報提供があり、小遣いは月1万円の中で1ヶ月やりくりしているが、最近、嗜好品コーヒー飲料の購入が多く、コーヒーは3種類、ブライトも購入しており1日6～8杯飲用しているとのこと。帰荘後、コーヒーを飲用しており、入眠にも影響があると悪い為、やや控えめにするよう本人に伝えているとのこと。また貯蓄も必要でと伝えると「分かりました」と返答していたとのことである。本日のデイナイトケアでは、来所すると、居眠り見られている。
・佐藤　ミツ子　様～青風荘より情報提供があり、部屋から音がするため放出すると、「右足の膝から下がしびれている」と話しており、右足を上げて床に叩きつけているような様子が見られているとのこと。正座して座る際、足がしびれるときは、足を崩して座わるよう助言していたとのこと。本日のデイナイトケアでは、右足について尋ねると、「よくなったよ」と表情良く話している。
・野月　利章　様～ 平成29年8月21日よりデイナイトケアを利用し、利用当初はスタッフ・母様の促しによって通所できていたが、翌月より徐々に利用頻度が減り、連絡がないことも目立っていた。9月19日からは一度も来所せず、当院への外来通院もしていない。デイナイトケアの必要性や通院について助言をしているが、友人と遊びに出掛けることが多く、母様も通所をあまり積極的に促していなかった。前記状態が続き、治療の意思が感じられないことから、主治医、母様と話し合い、2/19を持ってデイナイトケアは一旦利用中止となる。
ナイトケア
・八木橋　牧雄　様～昨日急遽来所しており、八戸赤十字病院への入院時の様子と今後の予定について報告している。入院時は大きな問題なく過ごせており、鎖骨部に装着したカテーテルに対し、違和感があるとのことだが、問題はないと話している。2/17（土）に退院し、今後は外来にて抗がん剤治療を行うとのことで、次回は2/22（木）と話している。現在の体調については、疲れやすいと話しており、その他の不調はないとのこと。今後もナイトケアを利用していくと話すため、不調を感じた際には相談するよう促し、今後の体調に応じてナイトケアでの過ごし方を考えていくこととしている。本日急遽の来所で夕食がないことや、自宅での休養を希望する為、17：00頃早退している。
・福井　彩　様～18：40、胎児に異常があるとのことで八戸赤十字病院に入院になったと報告の電話がある。明日、明後日の状態を見て転院になるかどうかや帝王切開になるかが決まるとのこと。落ち着き、今後の方向性が決まったら連絡を頂くこととしている。声からは切迫感や取り乱している様子は感じられないが、医師の指示を守り、考えこみ過ぎないように助言をしている。出産し、落ち着くまではデイケアを利用できないと思われるが、席を残し、すぐにでも利用再開できるようにしておきたいと希望がある。
＜検討事項＞
・弥生祭り
3月21日に開催出来るよう企画書を作成しており、提出中である。
・デイナイトケア 陶芸作業
火曜、木曜は入浴などがあり実施は難しいため、水曜日にデイナイトケアで実施することとする。初回は2/21（水）14：00～を予定している。
